
G

11 12

H

J

10

G - 10 G - 11 G - 12

H - 10H - 9 H - 11 H - 12

J - 10J - 9 J - 11 J - 12

・外出先からの操作方法は、「リモート操作手順カード｣(両面)」（       本書  J-12）をご参照ください。

から未登録の
ボタンを押す

着信音を切るには
待受状態で着信音量を最小にしたあと、          を
「ピー」と鳴るまで押し続ける

本書には本機の使用方法や各設定の変更方法、別売品などの補足情報が記載されています。
本書はいつでも取り出して読めるように本機の近くに保管してください。

3   日付・時刻の設定

親
機

ダイヤルする

例)  2023年        7月 13日          15時 30分

通話が終わったら

(西暦２桁)          (各２桁)       (２４時間制、４桁)

・入力の途中で操作をやり直すときは【停止】を押して待機画面に戻り、改めて入力してください。
・親機で時計を入力すると、受話子機・子機に自動で転送されます。
・時計の精度は月差士60秒です。
・停電したときは、停電復旧後に受話子機・子機から親機に時計が転送されます。

1. 電話をかける

2. 電話をかけ直す
直前にかけた電話番号の記録 (10 件まで )から、電話番号を選んで電話をかけることが
できます。

データの消しかた：（       本書  J-9）

子
機

2   内線通話する/外線をとりつぐ
1. 内線通話する

2. 外線をとりつぐ

(待受状態で)

2. 着信音(呼出音)の音量を変更する

1. 受話音量を変更する

４   音の設定

1 2 3

1 3 4

親
機

・手順2で【スピーカーホン】を押すと、ハンズフリー通話ができます。
・受話子機を親機に載せていないときは、子機の場合と同様の手順で、受話子機で電話を
かけることができます。

・手順の1と2は逆でもかまいません。

2

ワンタッチで音量を大きくするには：
【音量大】押す（2～3段階音量が上がり、高音域が強調されます。）
・音量大を使用すると、人によってはノイズが多いと感じる場合も
あります。
・受話子機・子機のハンズフリー通話では動作しません。

(通話中に)

・電話番号は必ず市外局番から入力してください。
・【◀】で入力できる [－]はハイフンではありません。電話番号の区切りとしては使用しないでください。
・入力の途中で操作をやり直すときは【停止】を押して待機画面に戻り、改めて入力してください。
・名前の入力を省略するときは、何も入力せずに【メニュー/ 決定】を押してください。1. 電話帳/ワンタッチダイヤルに登録する

５   電話帳/ワンタッチダイヤル

■ 電話帳に登録する

親
機

1

■ ワンタッチダイヤルで電話をかける

■ 受話子機・子機で電話帳に184（非通知発信）などをつけて電話をかける

1 2

2

親
機

2回

読みの確認・
修正をして

読みの確認・
修正をして

1 2 3

1 2 3

4

4 5

親
機

７   留守番電話を使う

電話帳は３００件、ワンタッチダイヤルは２件まで登録できます。
・電話帳には、警察の相談ダイヤル（＃9110）、独立行政法人国民生活センター消費者ホットライン
（188）の2件があらかじめ登録されています（消去することもできます）。

・電話帳データはすべて親機に保存されるので、親機と受話子機・子機で別々に電話帳を登録する必要はありません。

[電話帳設定]

2
消去したい
データを表示

1

６   データの消しかた
1. 1件ずつデータを消去する

2. データを一括消去する

■ 電話帳/再ダイヤル/着信記録

■ ワンタッチダイヤル

1 3

親
機

2 3

上記に記載の各データを、項目ごとに一括消去できます。

[１件消去]

4

(ワンタッチダイヤル
1～2から選択)

4

･外線を含めて3者通話するときは、手順3で、呼び出した側が【メニュー/決定】を押します。

・電話帳は自動で50 音順に並び替えされます。
・再ダイヤルや着信記録の電話番号を電話帳に登録することもできます。登録したい電話番号を
表示させて【ﾒﾆｭｰ/ 決定】を押すと、登録画面が表示されます。             

(相手先を選択)

３

[特番ダイヤル ]

184などを入力

４

2回

５

■ 電話をかける相手の名前を読み上げる

1 32

電話帳やワンタッチダイヤルで電話をかけるとき、登録した相手先の名前を読み上げます。

使用しない場合:

使用する場合:

・手順3で【スピーカーホン】を押すと、ハンズフリー通話ができます。

(相手先を選択)

(相手先を選択)

通話が終わったら

通話が終わったら

3. 電話帳/ワンタッチダイヤルで電話をかける

■ 電話帳で電話をかける

親
機

1 2 3 4

1 2 3 4

子
機

親
機

設定する: 解除する:(留守ボタンが点灯)
( 留守ボタンが消灯し、
  新しい録音があれば再生 )

・録音件数･時間：1件につき3分まで、すべてを合わせて約30分間、または50件まで録音できます。
・メモリー残量が少ないと、「ピピピ」と鳴って留守設定ができません。不要な録音を消去して
ください（       本書  J-11）。
・留守設定中にメモリーがいっぱいになると、新しい録音はできず、相手には「ただ今留守にして
おります。恐れ入りますが、後ほどおかけ直しください」というメッセージが流れます。

1. 留守番電話を設定/解除する

2. 外出先から留守録音を聞く

外出先から電話をかけたとき、新しい録音があれば呼出音2～3回で電話がつながります。新しい
録音がなければ呼出音が4回以上鳴るので、そのまま電話を切れば通話料金が発生しません。

2
親
機

1

■ 暗証番号を登録する

■ 通話料金をかけずに録音があるか確認する（トールセーバー)

3 4

暗証番号（4桁）を入力

操作の前に、あらかじめ暗証番号を登録し、親機の【留守】を押して留守設定にしてください。

設定のしかた：（       本書  J-12 ①）

1件ずつ消去するとき：

すべての録音を消去するとき：

■ 録音を消去する

■ 再生中にできる操作

親
機

親
機

1 2

3. 留守録音・通話録音を再生/消去する

親
機

■ 録音を再生する
1

消去したい録音を選択または再生中に

通話録音の場合:

留守録音の場合:
2 3

(再生したい録音を選択)

4

留守録音の場合:

通話録音の場合:

自作メッセージの録音のしかた：

・録音すると、自作メッセージが自動的に応答メッセージに設定されます。

自作メッセージの消去のしかた：【ﾒﾆｭｰ/決定】【4】【4】【3】【2】と順に押します。

親
機

1

4. 留守番電話のいろいろな設定
はじめに【ﾒﾆｭｰ/決定】を押してから、下記のダイヤルボタンを押してメニューを選択してください。

概要メニュー

②

①

(       迷惑電話対策機能編  R-23 ⑥)

(       迷惑電話対策機能編  R-24 ⑦)

自分で録音したメッセージが流れます。

固定メッセージ1
固定メッセージ2
自作メッセージ

留守応答回数

応答メッセージ

留守番電話が応答するまでの着信音の回数を変更。
・｢トールセーバー｣設定について (       本書  J-10)
留守応答したときに相手に流れるメッセージを変更します。

2 3 4 5

デジタルコードレス電話機

（音量を選択、着信音を切るには「切」を選択）

2回
1 2 3

[着信音量]

・着信音を切ると、「          」が画面に表示されます。
・着信音を切っても、内線の呼び出し音は最小の音量で鳴ります。

親
機

■ ワンタッチダイヤルに登録する

1 2 3
名前を
入力して

読みの
確認・修正
をして

電話番号を
入力して

4

文字入力方法： *

1. 【0】～【9】、【   】で文字を入力する

2. 【∨】/【∧】を押して漢字に変換する

3.【メニュー /決定】を押す
・姓と名は別々に変換してください。正しく
変換されないときは、漢字1文字ずつ
変換してください。

・下記「文字入力一覧表」参照

文字入力一覧表：

○ ひらがなと漢字（全角） ○ 英字（全角・半角） ○ カタカナ（全角・半角）

「区点コード一覧表」：
（        3. 迷惑電話対策機能編  S-21）

・半角の入力は、電話帳、ワンタッチダイヤル登録時の「読み」入力でのみ使用します。

・同じボタンに割り当てられている文字を続けて入力するときは、カーソルを右に移動させてから次の文字を入力します。

○ 数字（全角・半角） ○ 区点コード

2. 電話帳/ワンタッチダイヤルを修正する
■ 電話帳を修正する

■ ワンタッチダイヤルを修正する

(修正したいデータを選択) [電話帳変更]または[変更]

1 2 3

4
名前を
修正して

読みを
修正して

電話番号を
修正して

5 6

5
名前を
修正して

読みを
修正して

電話番号を
修正して

6 7
親
機

(修正したいデータを選択)

1 2 3 4

留守録音/通話録音の消しかた：（       本書  J-11）
あんしん番号/お断り番号の消しかた：（       3.迷惑電話対策機能編  Q-18、Q-19）

■ その他

消去のしかた：【ﾒﾆｭｰ/決定】【4】【5】【2】【2】の順にボタンを押します。

「自動通話録音」が設定されている場合は、呼出音が鳴る前に電話がつながるため、
トールセーバーはご利用いただけません。ご利用の場合は「自動通話録音」を解除してください
（お買い上げ時は自動通話録音が設定されています）。 （ 　   3. 迷惑電話対策機能編  P-18 ❺）

※

・新しい録音があると、留守ボタンが点滅します。すべての録音を再生すると点滅は止まります。
・留守設定中に留守ボタンが点滅しているときは、留守ボタンを押して録音を再生することもできます。

　　　　　操作 　　　　　　　　　　　手順

停止     停止  を押す

聞き直す    1  を押す

次の録音にとばす    3  を押す

1つ前に戻る    1  を2回続けて押す

遅聞きをする    4  を押す（1段階）

早聞きをする    6  を押す（2段階）

再生中の録音を消去する    消去  を2回押す

リモート操作手順カード
〈暗証番号記入欄〉

●

●

リモート操作には暗証番号を使います。

４．新しい用件が再生されます。

〈リモート操作をするには〉
１．電話をかける
２．応答メッセージが聞こえたら→　 を押す。
３．応答メッセージが止まったら→

○○○○（暗証番号）を押す。

　　新しい用件がないときは、再生されません。　

｢ピッポッパッ｣と鳴らない電話機でリモート操作
するときは、はじめに      を押してください。

2回

 1 電話をかける

 2 内線通話する /外線をとりつぐ

 3 日付・時刻の設定

 4 音の設定

 5 電話帳/ワンタッチダイヤル

 6 データの消しかた

 7 留守番電話を使う

 8 見守りモーニングコールを使う

 9 もっと便利に

10   キャッチホン

11  別売品

 12  お手入れ

13  子機を増設 /解除する

 14  充電池を交換する

 15 本体を初期化する

G -10

G -11

G -11

G -12

H - 9

J -  9

J -10

K -13

K -15

L -13

L -14

L -14

L -15

L -16

M -13

（表） （裏）

もくじや参照（      で示している箇所）に記載
のB-1などの番号は、シート上での記載位置を
示しています。

もくじ 記載位置 記載位置

取扱説明書

「録音をどうぞ」というメッセージのあと、
「ピー」と鳴ったら親機のマイクに向かって
録音（最大約20秒）

A
1 2 3 4

B
C

例） B-1

名
形 JD-AT96C

JD-AT96CL （子機1台タイプ）
JD-AT96CW（子機2台タイプ）

ジェイディー  エーティー

ジェイディー  エーティー

シーエル

シーダブル2． 基本操作編

JD-AT96C/JD-AT96CL/JD-AT96CW  23D TCADZ4234SCZZ①

1   電話をかける

親
機

名前を入力して

名前を入力して

市外局番から
電話番号を入力して

5
市外局番から
電話番号を入力して

(文字入力方法：
         本書 H-10)

受話子機を戻す

押す 押す

押す

押す

押す

押す
押す

押す

押す

押す 押す

押す

押す
押す

押す 押す 押す 押す

押す

押す 押す 押す

押す

押す

押す 押す
押す

押す

1 2 3
親
機

2回

1 2 3

(消去する項目を選択)

4

[各種全消去]

押す

押す

例）香川（かがわ）

か が わ

文字種の切り替え

カーソルの移動

子機親機

消去

3. 着信音(呼出音)の種類を変更する

親
機

1 2 3

（着信音を選択）

（着信音を選択）

3回
1 2 3

[着信関連]

2回

押す
押す

押す

押す 押す

の順に押す

押す

押す 押す

押す 押す 押す

押す 押す

押す 押す

押す 押す

押す 押す 押す

押す 押す 押す

押す 押す

押す 押す

押す 押す 押す

押す

押す 押す

押す 押す 押す

押す

押す の順に押す

の順に押す の順に押す

の順に押す

の順に押す

の順に押す
の順に押す

押す 押す

押す 押す

押す 押す

押す 押す 押す

押す 押す

押す

押す

押す 押す

の順に押す

ジェイディー  エーティー シー

1 2

2

ダイヤルする 3

3

通話が終わったら
(親機)

1 ダイヤルする
(親機)

受話子機を使う場合:

通話が終わったら

マイクとスピーカーを使う場合:

親
機･

受
話
子
機･

子
機

1 3

(電話番号を選択)

2 親機の場合:

受話子機/子機の場合:

・受話子機で操作する場合は、はじめに【切】を押してください。

親機のスピーカーホンを
使う場合:

相手を選ぶ 通話が終わったら

: 子機の番号

: 親機の番号
受話子機/子機の場合: 受話子機/

子機の場合:

親機の場合:
電話に出る

1 2
(呼び出された側)

43

: 受話子機の番号

親
機･

受
話
子
機･

子
機

親
機･

受
話
子
機･

子
機

親機でスピーカーホン
通話中の場合:

受話子機/子機の場合:

電話に出る
1 (呼び出された側)

(呼び出した側)

3

受
話
子
機･

子
機

受
話
子
機･

子
機

親
機･

受
話
子
機･

子
機

親
機･

受
話
子
機･

子
機

受
話
子
機･

子
機

受
話
子
機･

子
機

受
話
子
機･
子
機

親
機･

受
話
子
機･

子
機

押す
押す

押す

押す

押す

受話子機/
子機の場合:

親機の場合: 押す

押す

押す

押す

の順に押す

の順に押す

～

相手を選ぶ

: 子機の番号

: 親機の番号

2

: 受話子機の番号

～

の順に押す

押す

・データを表示するには【電話帳】、【再ダイヤル】または【着信記録】を押して、                   で
電話番号を選択します。
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K

13 15 16

L

M

14

K - 14K - 13 K - 15 K - 16

L - 14L - 13 L - 15 L - 16

M - 13

・通知先の方が電話に出て【   】【＃】を
押すまで繰り返し2回電話をかけます。
・通知先の方の電話機によっては【   】【＃】
を押してもメッセージを止められないことが
あります。その場合はトーン信号へ
切り替えてから【＃】を押してください。

  着信ランプ      着信時に光るランプの点滅パターンを変更、解除（光過敏症発作が
（子機のみ）      懸念されるときは、使用しないでください）。
       ・本項目を選択するときは、上記手順２で          を3回押して
      【着信関連】を選んでください。

  ダイヤルライト      着信時や使用時にダイヤルボタンを点灯させるかどうかを設定。
（子機のみ）

  キータッチ音      ボタンを押したときに「ピッ」という音を鳴らすかどうかを設定。

  液晶濃度調整      液晶画面の濃度を調節。

  クイック通話      子機を充電器から取るだけで電話に出ることができる機能（着信時のみ）。

  (子機のみ)      ※受話子機は常にクイック通話が設定されています。変更はできません。

見守りモーニングコールを設定すると、毎日設定した時刻に呼出音が鳴り、電話に出ると日付
や季節に合わせた日替わりのメッセージが流れます。通知先番号（1件）を登録しておくと、体
調の異変などで電話に出ることができなかったときに、自動で通知先番号に電話をかけます。

（24時間制）
時刻を入力して

通知先の電話
番号を入力して

1 2 3 4

5

親
機

1 2
確認する：

修正する：

消去する：

設定した時刻になると親機と子機の呼出音が鳴る

親機または受話子機・子機で電話に出る

メッセージを聞いたら電話を切る

30秒間の呼び出しを2回繰り返すと
登録した通知先番号に自動で電話を
かける

通知先の方が【   】【＃】と順にキーを
押すと、メッセージが終了

*

*
*

通知先の方が電話に出ると、モーニング
コールに応答がないことを知らせる
メッセージ（      3. 迷惑電話対策機能編 
R-24 ⑪）が流れる

日替わりのメッセージが流れる

電話に出られない

※再生されるメッセージに収録されている祝日や記念日などは2019年9月時点の情報に基づいて作成
されています。

8  見守りモーニングコールを使う

親
機

・解除するときは、手順２で　　　　　　　　　と押します。

３

1. 設定/解除する

２. 通知先番号を修正/消去する

３. 動作のしかた 

10  キャッチホン（契約が必要）

キャッチホンは、通話中に別の人からかかってきた電話に出ることができるNTTのサービスです
（有料）。キャッチホン･ディスプレイは、通話中にかかってきた相手の電話番号を確認してから
電話に出ることができるサービスです（有料）。
ご利用方法などは、ご契約の通信事業者にお問い合わせください。

1

通話中に｢プップッ｣
2

親機の場合: 受話子機・子機の場合:

元の通話に戻るとき：もう一度ボタンを押します。

■ キャッチホン・ディスプレイを利用する
サービスをご利用のときは、キャッチホン・ディスプレイを利用する設定にしてください
(       本書  K-15 ⑥）。

キャッチホン切替時間を変更する：(       本書  K-15 ⑦）

1. キャッチホンの受けかた

9  もっと便利に

本機を更に便利に利用できる様々な機能を設定/解除できます。

1 2

 キャッチホン･ キャッチホン･ディスプレイを利用するときに設定。
 ディスプレイ
 キャッチホン・ キャッチホンに切り替えるときに電話が切れてしまう場合、
 切替時間 切替時間を短く設定。

メニュー 概要

～
（下記メニューより
  項目を選択）

1. 親機 1 2

2. 受話子機・子機

2回

[その他設定]

3

(下記メニューより選択)

4

(設定を変更)

■ キーロック（受話子機・子機）
電話を受ける以外のボタン操作を無効にします。
受
話
子
機・子
機

親
機

受
話
子
機・子
機

1
設定のしかた

待受画面で
2

(画面に表示)(3秒以上押し続ける) [キーロック
設定しました]

概要      メニュー

13  別売品

別売品は指定のものをお使いください。（2023年4月現在）

○ 増設子機
    形名：JD-KT510（希望小売価格 20,900円 (税込)）
・付属の子機とは仕様が一部異なります。
 着信ランプの点滅パターンは変更できません。
 着信音の「大きなベル音」は選択できません。
 最大着信音の音量が異なります。
 緊急呼出ボタン／見守りモーニングコールの呼び出しには対応していません。

○ 充電池（ニッケル水素充電池）
    形名：JD-M003（希望小売価格 オープン価格）

○ 緊急呼出ボタン
    形名：DZ-EC100（希望小売価格 9,680円 (税込)）

・別売品は、シャープのオンラインストアでも
お買い求めいただけます。

1４  充電池を交換する

使用済み充電池

充電池は、約2年程度で交換してください。
   形名：JD-M003（      本書  L-14）

新しい充電池を入れる
・交換後は10時間以上
充電してください。

1 2

②

 送話音量    自分の声が響いて聞こえるときは、より小さな音量設定に変更。

 回線音量    電話の音が大きすぎて聞こえにくいときは、「小」に変更。

 回線チェック    構内交換機やホームテレホンをご利用の場合は、｢チェック
    しない」に変更。

 デモ起動    商品デモが起動するときは、｢しない」に変更。

 回線種別選択    電話がかけられないときに、「自動設定」を実行。
①

③
④

 着信ランプ 　着信時に光るランプの点滅パターンを変更、解除
  (光過敏症発作が懸念されるときは、使用しないでください）。

 キータッチ音    ボタンを押したときに「ピッ」という音を鳴らすかどうかを設定。
 液晶濃度調整    液晶画面の濃度を調節。

 ナンバー･    構内交換機やホームテレホンに接続している場合は、
 ディスプレイ    ナンバー・ディスプレイを利用できないため、
    利用しない設定に変更。

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩

⑪

②

①

③
④

⑤

・解除するときは、画面に[キーロック解除しました]と表示されるまで、【#】を3秒以上押し続けます。

・自動設定が完了するまで30～60秒待ち、電話がかけられるか確認
してください。改善しないときは、他の設定を順に試してください。

　　再生中の用件を聞き直す　

　　１件前の用件を聞き直す　　

　　次の用件を聞く　　　　　

　　再生を途中で止める

　　再生中の用件を1件消去

　　再生速度を遅くする/速くする
　　(押すごとに切り替え)

7

1

3

2

9

4

6

　　留守録音を聞く　　　

　　通話録音を聞く　　　

　　再生済み留守録音をすべて消去

　　留守を解除／設定する

　　モーニングコールを解除/設定する 

1

3

0

8

再  

生  

中

停 

止 

中

3

(設定を変更)

14  お手入れ

はじめに子機で操作

続けて親機で操作

1
[子機増設しますか?]

[増設します]

(表示されていないときは:        ,        の順に押す)

2

3 4 5

(3秒以上押し続ける) (画面表示)

(画面表示)

(完了)「ピー」

15  子機を増設／解除する

増設できる機種：JD-KT510 （2023年4月現在）
・増設できる子機の台数は、付属の受話子機・子機を含めて４台までです。
・増設/解除の前に、子機を十分に充電してください。
・増設/解除する子機を親機のそばに用意してから増設してください。

15  本体を初期化する

1 2 43
親
機

2回
1 2 3

・親機では、電話帳･ワンタッチダイヤルなどの登録データを残して、それ以外の設定を工場出荷時の
状態に戻すこともできます。

登録データを残す： 
お買いあげ時の状態に戻す： 

初期化しない：
初期化する：

[その他設定] [子機初期化]

2回

表面が汚れたときは、乾いた布でふきます。
・汚れがひどいときは、よくしぼった布でふきとり、乾いた布で仕上げてください。

・操作をすると、電話帳はお買い上げ時の警察の相談ダイヤル（＃９１１０）、独立行政法人国民生活
センター消費者ホットライン（１８８）の2 件が登録された状態になります。

薬品類（アルコール･ベンジン･シンナーなど）は使わないでください。

お手入れの際は、油をささないでください。
・故障の原因となります。

・変色･変質の原因になります。

1. 子機を増設する

2. 子機の登録を解除する
解除すると、受話子機とすべての子機の登録が取り消されます。操作後は受話子機と必要な子機を再度
増設してください。

4

「ピー」(完了)

受話子機または子機で操作します。

2 31

4回押す

と表示されたら指を離す

コネクターの端子をテープで絶縁する
●分解しない

●外装カバー（被覆・チューブなど）をはがさない●

■ 充電式電池のリサイクルご協力のお願い

リサイクルマークです。
ニッケル水素電池の

・ご使用済みの電池は、「当店は充電式電池のリサイクルに協力しています。」のステッカーを貼った
シャープ商品取り扱いのお店へご持参ください。

・リサイクル時は、次のことにご注意ください。

充電式電池はニッケル水素電池を使用しています。この電池は、
リサイクル可能な貴重な資源です。電池の交換、廃棄に際しては、
リサイクルにご協力ください。

本体をお買いあげ時の状態に戻すと、電話帳などに登録した電話番号や留守録音などの
録音データもすべて消去されます。

押す

押す
押す 押す

押す 押す

押す 押す

押す 押す

押す

押す

の順に押す の順に押す

の順に押す の順に押す

押す 押す

押す 押す 押す 押す

押す

押す 押す

押す 押す 押す

押す の順に押す

親
機

受
話
子
機･

子
機

子機背面

受話子機背面

受
話
子
機・子
機

受
話
子
機・子
機
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